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Abstract Male germ-line chromosomes were examined in the five species of Euthalia. Chromosome numbers were 
observed 2 n= 32 in E. malaccana, E. lubentina and E. djata, 2n-42, n=21 in E. adonia, and 2n-52, n=26 in E. 
whiteheadi. Chromosome complement consists of a dot shaped element in spermatogonium and spermatocyte 
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序 


イナ ズ マ チョ ウ と よ ば れる 蝶 の グル ー プ は タテ ハチ ョ ウ 科 
Nymphalidae O の イナ ズ マ チョ ウ 族 Adoliadini に 属す る 一 群 
を さす . と ころ が この 一 群 の 分 類 で は 亜 族 , 属 , 亜 属 の 扱 
いや それ に 所 属す る 種 の 扱い が 研究 者 に よっ て 異な っ て い 
5. 塚田 (1991) は リク イナ ズ マ 属 Bassarona に patala fü 
TÉ 19 fü, franciae, nara, dunya, teuta 種 群 4 種 を 含め て 
いる . 


Yokochi (2012) は この うち patala 種 群 の franciae, nara, 
を イナ ズ マ チョ ウ 属 Euthalia DY 7 7 WEE Limbusa に 所 
属さ せ て いる . イナ ズ マ 属 Euthalia を 広義 と する か 狭義 と 
する ば か り で は な く , その 他 の 属 リ クイ ナ ズ マ Bassarona 
の 扱い も 研究 者 に よっ て 異な る こと に な る . この よう な 分 
類 上 の 違い は 染色 体 か ら は どの よう に な っ て いる の か に つ 
いて 興味 が 持た れ , 染色 体調 査 を 続け て 来 た . E. thibetana 
insulae (E. insulae ) n-14 I, IL, (Maeki et al., 1965) の 報 
告 も あっ て , 中 国 , 台湾 で の 調査 , マ レー シア の 調査 , ミ ャ 
ンマ ー で の 調査 へ と 拡げ 成果 を 以下 の よう に 報告 し て 来 
7c. Euthalia julli (現在 は Tanaecia julli) n=30 (Saitoh and 
Abe, 1990), E. phemius n=29 (Saitoh and Abe, 1981), オ 
オイ ナ ズ マ 属 Lexias 4 種 (阿部 ・ 熊 谷 , 2010), 4 イナ ズ マ チョ 
ウ 族 Adoliadini 14 種 (Bj dp - #51, 2016), イナ ズ マ チョ 
ウ 属 Euthalia 11 種 (阿部 ら , 2017). 本 稿 で は イナ ズ マ チョ 
ウゥ 属 の うち , HHERCARK, 裏 に 鮮やか な 紅 紋 を も つこ と 
T, 他 の グル ー プ と 一 見 し て 区 別 で きる lubentina 種 群 ( 塚 
H, 1991; Yokochi, 1999a, b, c は 10 種 を あげ て いる ) 5 種 
に つい て 柴 色 体調 査 の 結果 を 報告 する . lubentina ERE (X 
ニ ボ シイ ナ ズ マ 類 ) Talni TERORA. 








材料 お よび 方 法 
染色 体 が 観察 され た 材料 と 採集 デー タ , 採集 地 を Table 1 
に 示す . 


精巣 を 使用 し パラ フィ ン 法 , クロ ー ジ ア 法 (阿部 ・ 工 藤 

2005) に より プレ パラ ー ト を 作成 し , 精 原 細胞 の 分 裂 (G 
と 省略 ) に よる 2n OG, 精 母 細胞 の 減数 第 1 分 像 (I 
と 省略 ) 及び 第 2 分 像 (II と 省略 ) に お ける n Of iz 
つい て 観察 し た . 染色 体 構成 の うち 大 型 で 他 と 区 別 で きる 
も の を L し とし, 小型 の も の を S, さら に 小さ いも の を SS 
& LL, S, SS の 含ま れる 数 を それ ぞ れ , L, S, SS の 後に 数 
字 で 示し た . 学名 は Yokochi (1990a, b, c) に 従っ た 


観察 結果 


精巣 の 色彩 は 種 ヤ グル ー プ に より 決ま っ て いる こと が 多 
v. 本 稿 に お ける lubentina グル ー プ 5 種 の 精巣 の 色彩 も 
著者 ら が これ まで 報告 し た 阿部 ・ 橋 引 (2016), 阿部 ら (2017) 
に お ける Euthalia 属 の 種 す べ て と 同じ で , 不透明 な 乳白 色 
で ある . 観察 結果 を 種 ご と に 記す . 


1. Euthalia malaccana (Fig. 1) 


2n-32 L16 S14G 前 中 期 is.1IA と トレ ー ス 1A', 中 期 , 
Fig. IB, n=16 L7 S7 I Fig. 1C, クロ ー ジ ア 法 . Fig. 1A' で 
は S を 短い 線 で 示し た . 


2n=32G は 12 細 胞 で n=16I は 13 細 胞 が 観察 され た . 
2n=32 G の 前 中 期 像 Fig. 1A で は , L を 短 棒状 , S を 点 状 と 
する と L は 16, S は 14 で ある . 
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Table 1. Locality and collection date of genus Euthalia butterflies used in this study. 





Species Sample ID Collecting date No. of Male Locality 
1, E. malaccana Fruhstorfer Eml 4 and 6, March, 2008 2 Ranau Sabah Malaysia 
Em2 26, February, 2009 1 Ranau Sabah Malaysia 
2, E. lubentina Cramer EI1 13, July, 2006 1 Mongou-v. Kachin Myanmar 
3, E. djata Distant & Pryer Ed1 21 August, 1998 1 
Ed2 22 and 23 August, 1998 3 Langkawi Malaysia 
4, E. adonia Cramer Eal 22, July, 2000 1 Tereganu Malaysia 
E. adonia Ea2 1, January, 2006 1 Langkawi Malaysia 
E. adonia Ea3 29, February, 2008 2 Ranau Sabah Malaysia 
Ea4 6, March, 2008 2 Ranau Sabah Malaysia 
5, E. whiteheadi Grose-Smith Ewl 3, April, 2003 2 Kundasan Sabah Malaysia 
Ew2 12, June, 2009 1 Mesilau Sabah Malaysia 
Ew3 28, July, 2011 1 Mamut Sabah Malaysia 


2. E. lubentina (Fig. 2) 


2n-32 G Fig. 2A, n=16 S4 I Fig. 2B. Zu — Z Y ik. G は 1 
細胞 だ け で 1 は 11 細胞 で 観察 され た . 


3. E. djata (Fig. 3) 


1 2n=32 G Fig. 3A, 2n-33 G Fig. 3G, n-16 L5 S31, Fig. 
3B : 中 期 Fig. 3B' : 前 中 期 , I, クロ ー ジ ア 法 . 2n=32 の 
G は 7 細胞 で 観察 され 2n=33 の G は 1 細胞 だ け で ある . 
クロ ー ジ ア 法 で は , n=16 I が 23 細胞 が 2 細胞 で 観察 さ 
れ た . この 1 で は 2n=33 に よる mn=17 の I 又は I の 観察 
は 出来 な か っ た . 24 n-16 S3 (S2 SS1 )IFig. 3C, IIFig. 
3D. パ ラフ ィ ン 法 , 1 ず n=16 III, n=17 S3 SS2 I Fig. 3E, 
n-19 S3 SS4IIFig. 3F, S: 長い 線 , SS: 短い 線 パ ラフ ィ ン 
法 . パラ フィン 法 に よる 2 ず で は nr=16 1 が 23 細胞 , IT は 7 
細胞 で 確認 され 異 数 性 は な か っ た . パラ フィ 法 に よる 1 
で は nm=16I が 6 細胞 II は 1 細胞 , n=17 S3 SS2 の I が 3 細 
Jd n-19 S3 SS4 の II が 4 細胞 観察 され た . n=161 で は LS 
S3 が 確認 され , n-16 の 1 前 中 期 Fig. 3B で は 大 型 の 1 個 

(黒星 印 ) は 中 央 に くびれ 構造 が あり , 中 型 の 2 個 に は 未 
端 近く (白星 印 ) に 染色 され な い 構 造 が 見 られ る . パラ フィ 
ン 法 に よる 分 像 像 で は n=-17 S3 SS2 Fig. 3E, n=19 S3 SS4 
Fig. 3F が 観察 され 染色 体 数 が 増加 する と SS が 増加 し て い 
る . 


4.E.adonia マレ ー シ ア ・ テ レン ガ ヌ ー 産 (Fig.4) 
n=21 S4-6 I Fig. 4B, 757 7 4 V ik. 13: 3 細胞 で 観察 され た . 
E. adonia マレ ー シ ア ・ ラ ンカ ウイ 産 


2n=42 L8-12 S16 G Fig. 4A, L: 長い 線 , S: 短い 線 , n=21 
L4—5S917u—Z7 ik. 


G の 観察 細胞 数 は 8, n-21 1 の 観察 細胞 数 は 1 で ある . 
E. adonia マレ ー シ ア ・ サ バ 州 産 
2n-42 L8-12 S12-18 G Fig. 4C, n-21 L5 S9 I Fig. 4D, II Fig. 


4E ク ロー ジア 法 . S: 短い 線 .G は 4 細胞 , n-21 の I は 
22 細胞 , IT は 4 細胞 で 観察 され た. テレ ン ガ ヌー 産 は デー 
タ 不 足 で 不明 で ある が , ラン カウ イィ 産 と サバ 州 産 で は 楽 色 
体 の 差 は 認め られ な か っ た . 


5. E. whiteheadi (Fig. 5) 


2n-52 L4 S4 G Fig. 5A, n=26 L2 S1-21 Fig. 5B, SC クロー 
ジア 法 . n=26 L2 I Fig. SD パラ フィ ン 法 . S: 短い 線 2n-52 
G は 3 細胞 n=26 L2 S1—2 1 は 14 細胞 , n=26L2II は 9 細 
胞 で 観察 され た . 


観察 結果 を Table 2 に まとめ た . 


考 R 


本 調査 に よる 5 種 は , 同属 で ある ば か り で は な く , 非常 に 
Xt c M 304372 [8] t lubentina 種 群 に 属し て いる . 染色 体 
TA JUI (2 13 vC (X E. malaccana n=16 L8 S8. E. lubentina n=16 
L7 S4, E. djata n-16 L2 S2 は 染色 体 数 が 共通 , 複数 の 大 型 
染色 体 と 複数 の 小型 染色 体 を 含む こと で 3 種 と も 共通 す 
A. この 3 種 に 比 し adonia n-21, E. whiteheadi n-26 は 
染色 体 数 も 異な る こと か ら そ れ ぞ れ 系 統 的 に も 前 3 種 と は 
少し は な れ て いる と 考え られ る . また 上 蝶 の 染色 体 は 分 散 型 
動 原 体 (deffuse kinetochore) で ある こと か ら , 染色 体 の 開 
ZL 融合 が 起こ りや すい (前 木 , 1976) と 考え られ て いる . 
E. djta の 1 の に お いて n=16, 17, 19 が 観察 きれ た . n=16 L5 
S3 n=17 S3 SS2, n=19 S3 SS4 か ら , 染色 体 数 が 増す に つれ 
SS が 増加 し て いる こと が 判る . SS が どの よう に し て 生じ 
た か に つい て , Fig. 3B', 第 1 分裂 前 期 の 染色 体 を 示し た . 
図 中 星 印 で 示し た よう に , 染色 され な い 部 分 を 有する 3 個 
の 2 価 染 色 体 が 観察 され た . 白星 印 の 場合 , ここ で 染色 体 
が 分 断 さ れる と 普通 サイ ズ 1 個 と , 特に 小型 (SS) が 1 
WEC, 染色 体 数 が 1 個 増 加 す る . 黒星 印 の 場合 , 切断 が 
id — TUE S 23 2 E CX f 25023 1 個 増加 する . n=16 を 
基本 と し , n=17  n-19 が 生じ た ( 逆 に n=19 の うち 2 個 
が 融合 し n=18 に , さら に 2 個 の 融合 に より n=17,. そし て 
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Fig. 1. E. malaccana. 1 A: 2n-32 spermatogonial (G) pro-metaphase, 1A’: trace of 1A, IB : 
2n-32 (G) metaphase, S : short bar, 1C: n=16 first meiotic metaphase (1) crozier. 

Fig. 2. E. lubentina. 2A: 2n-32 (G) Spermatogonial metaphase : 2B: n=16 (I) crozier. 

Fig. 3. E. djata. 3A: 2n-32 (G), 3B: n=16 (D, 3B': n=16 (1) pro-metaphase crozier asterisk 
small elastic constriction, 3C: n=16 (D. 3D: n=16 (ID, 3E: n=17 (D, 3F: n=19 (ID 
paraffin 3G: 2n=33 (G) Crozier short bar: Special small element, long bar : small 
element. 

Fig. 4. E. adonia, 4A: 2n-42 (G) from, Langkawi. Crozier. 4B: nー21 (D from Terenganu 
Paraffin. 4C: 2n=42 (G). 4D : n=21 (I), Crozier. 4E: n=21 II from Sabah Crozier. short 
bar: small element. 

Fig. 5. E. whiteheadi. 5A: 2n-52 (G), 5B, 5C n=26 (I) Crozier. SD: n=26 (I) Paraffin, short 
bar: small element, Scale: 5 um. L: larg element. S: small element. 
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Table 2. Chromosome counts five species of the genus Euthlia. 








Species Observed cell, no. of element 
Method 
2n (G) n (I, I) 

1, Euthalia malaccana (Sabah Malaysia) 32 Lis S14 G 16 L- SI Crozier 
2, E. lubentina (Kachin Myanmar) 32 S G 16 S41 Crozier 
3, E. djata (Langkawi Malaysia) 1 32-33 G 16 L; S。 I, II Crozier 
2g 16S, (S2 SS1 ) I, II Paraffin 
18 16 I II, 17 S; SS, I Paraffin 
19S, SS, II Paraffin 

4, E. adonia (Terenganu Malaysia) 21 Lj4I Praffin 
E. adonia (Langkawi Malaysia) 42 Lo. Sis G 21 L45 S。 I Crozier 
E. adonia (Sabah Malaysia) 42 Le Sia G 21 L; S, I, II Crozier 
5, E. whiteheadi (Sabah Malaysia) 52L, S, G 26 L; S.I Crozier 
26 L,I Paraffin 


L: large size chromosome. S: small size chromosome. SS: super small size chromosome. 


G: spermatogonium. I : first meiotic division. II : second meiotic division. 


n=16 へ と 染色 体 数 を 減じ る 場合 も ある ) こと へ の , 1 つの 
仮説 で ある (阿部 ら , 2004. この よう に 1 個体 内 , 同じ 
精巣 内 に 見 られ る 小型 染色 体 の 増加 に よる 変異 に つい て 前 
Æ (1976) は 染色 体 の 破砕 と 呼び , m 染色 体 と は 区 別 さ れ 
る べき と 述べ て いる . 種 内 に お ける 染色 体 数 の 変異 は や が 
て 一 定 の 数 に 進化 する (前 木 , 1976) 可能 性 が ある . 


Yokochi (1999a, b, c) は lubentina 00 の グル ー プ に は 10 fü ze do 
げ て いる . 残る 5 種 の 染色 体調 査 が 望ま れる . 
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Summary 


The diploid and haploid chromosome complements of five 
species of Euthalia (Lepidoptera Nymphalidae) were studied. 
The chromosome numbers were counted as follows: Euthalia 
malaccana and E. lubentina, 2n-32, n-16, E. djata 2n-32, 33: 
n-16, 17, 19, E. adonia was 2n-42. n-21, and E. whiteheadi 
2n-52, n-26. 
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